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～サポートブックはサポートします～

大切なあなたの心が
少しでも和らぐことを願って

群馬県健康福祉部健康長寿社会づくり推進課
（※令和6年4月1日から所管変更）

　このサポートブックは、がんと診断された方、がんを治療中の方、
がんの再発に不安を感じている方や、家族のがんを心配されている方
に役立つ情報を、わかりやすくまとめています。（特に記載がない場
合は、令和6年3月現在の情報）
　様々な立場のサポーターが、どのようにがん患者さんをサポートす
るのかが書かれています。
　県民の皆さんも、是非、このサポートブックを読んで、がんのこ
とを考え、地域や職場も一体となって「支え合う社会」をつくりま
しょう。

中之条町
@nemu__i7
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リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんま

実行委員長　大島 主好
（事務局　群馬県健康づくり財団　企画広報課）　

　リレー・フォー・ライフは、がんと闘う方々の勇気をたたえ、がん患者や家族、
友人、支援者と共に地域一丸となってがんと闘う連帯感を育み、がんで悩むこ
とのない社会を実現するために、夜通し交代で歩きながら行うチャリティーイ
ベントです。
　１９８５年、アメリカ・ワシントン州のタコマで、一人の医師が陸上競技場のト
ラックを２４時間走り続け、アメリカ対がん協会への寄付を募ったことが、このリ
レー・フォー・ライフのはじまりです。「がん患者は２４時間、がんと向き合ってい
る」という想いを共有し、がん患者を支援するためでした。現在、世界３０か国
４,５００か所で開催、日本全国でも約５０か所で開催されています。
　群馬県では、２０１３年に初めて開催されて以来、多くの企業や関係団体から
ご支援をいただき、参加者数・募金額ともに全国最大級の規模に成長しまし
た。
　１１年目となった今年は、コロナ禍前の規模に戻し、５年ぶりの夜越え開催と
なりました。熱意あふれる方々の努力により、ぐんまのリレーは深夜も途絶え
ることなく続き、無事ドーンパープルの朝を迎えることができました。
　リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんまは、このチャリティーイベントがさらに
盛り上がっていくよう、内容をいっそう充実させていく予定です。
　このイベントはどなたでも参加できます。がんに負けない群馬をつくるた
め、多くの皆様のご参加をお待ちしています！

リレー・フォー・ライフ・ジャパンにご参加ください

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2023ぐんま


